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稔 耗 6 9 ili

平成 20iF三12月26El

倭

福山リ.1繋寓言本部稔務誹

こ質問に対する回答について

平成 20年 12月20日付け文flfによりごfm'iJのありました件につきまして､次のとお

り回答致します｡

記
1 捜筏について

福.化け.1祭T,iとしては､法と証拠に兆づいて必姿な拙空己を行ったもので､披あ土石の辿Jlfi
については､当時､証拠隠浦の虞が詑められたことから､才女判雀,,に速11Tl状を言l'[求し､そ

の飛付を7ミlて､迎捕したものであります｡

医鎖行為をめ(･る部件の扱う5-については､判決を約まえ､今後も､b'lL頚かつ適UJに捜
炎を行ってまいります｡

2 袈杉について

去形につきましては､･!)川二捜充を逃げて､拙鼓を終了した段階を捉え､-JT件のTR大任

や捜流の田津性符､対象となる部鞘の功労を絶合的に判断し､gTL著な功労があったもの

と認めて表彰したものであります｡

福川LLF.と警察としては､本L'I捜i引ま適Jl三な手続きにより行われたものであり､また､本

判決におきましても､捜炎=T:続きの迎法性などについて指摘されたものでもありません

ので､穀粒そのものを収りIi!JLたり､衷杉の避退を求めることは考えておりません.

以 上

(迎鈷先 024-522-2151内攻2110)


